


観
光
に
つ
い
て

「
男
鹿
の
ナ
マ
ハ
ゲ
」
を
核
に
、
自
然
景

観
や
食
を
活
か
し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨

き
上
げ
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
を
強
化

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
宿
泊
ニ
ー
ズ

の
取
り
込
み
に
官
民
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

洋
上
風
力
発
電
や
船
川
港
の
機
能
強
化
を

追
い
風
に
、
引
き
続
き
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に

よ
る
企
業
誘
致
を
行
う
と
と
も
に
、
地
元
事

業
者
の
経
営
拡
大
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
挑

戦
を
積
極
的
に
応
援
し
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
等
を
教
訓
に
、
避
難
情
報

の
的
確
な
提
供
、
孤
立
集
落
の
備
蓄
体
制
、

避
難
所
の
環
境
改
善
な
ど
半
島
防
災
の
強
化

に
努
め
る
ほ
か
、
個
別
避
難
計
画
の
策
定
推

進
や
観
光
防
災
の
体
制
整
備
、
比
詰
川
等
の

河
川
改
修
を
進
め
ま
す
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
被
害
防
止
に
つ
い
て
は
、

電
気
柵
の
導
入
や
緩
衝
帯
の
整
備
な
ど
ク
マ

が
出
没
し
に
く
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
ほ

か
、新
規
猟
友
会
員
の
確
保
・
育
成
や
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
な
ど
、
捕
獲
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
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ま
た
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
「
男
鹿
潟

上
消
防
本
部
」
の
円
滑
な
活
動
、
ご
み
や
し

尿
の
広
域
処
理
、
ガ
ス
・
上
下
水
道
の
耐
震

化
等
を
進
め
、
将
来
に
わ
た
る
安
全
・
安
心

な
生
活
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

高
齢
者
や
社
会
的
に
困
難
を
抱
え
る
人
、

障
害
の
あ
る
人
が
必
要
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス

を
十
分
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
相
談
・
支
援

体
制
の
更
な
る
充
実
を
図
る
ほ
か
、「
お
世
話

型
」
か
ら
「
自
立
支
援
型
」
の
介
護
へ
の
転

換
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
み
な
と
市
民
病
院
の
経
営
改
善
を

強
力
に
進
め
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
よ
り
選
ば

れ
る
病
院
を
目
指
す
ほ
か
、
市
独
自
の
健
康

ア
プ
リ
を
活
用
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
へ

の
意
識
向
上
と
主
体
的
行
動
を
促
し
ま
す
。

子
育
て
環
境
日
本
一
に
向
け
、
４
つ
の
無

償
化
と
５
つ
の
補
助
金
・
交
付
金
に
よ
り
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
継
続
し
な
が
ら
、
相
談

・
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
充
実
を
図
り
、

人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
る
た
め
最

大
限
の
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
人
口
減
少
が
当

面
続
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

を
受
け
止
め
た
う
え
で
、
将
来
の
人
口
規
模

に
適
応
す
る
た
め
の
取
組
と
同
時
に
、
市
民

が
生
き
が
い
と
誇
り
を
持
ち
地
域
で
心
豊
か

に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
生
活
の

質
を
高
め
る
取
組
を
進
め
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
幸
福
度
の
向
上
を
目
指
し
、
５
つ
の
ま

ち
づ
く
り
を
実
践
し
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て

園
芸
作
物
の
産
地
づ
く
り
、
ほ
場
整
備
の

加
速
化
、
経
営
の
法
人
化
を
展
開
す
る
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
農
機
や
パ
ッ
ク
ご
飯
向
け
の
多
収

品
種
の
普
及
等
に
取
り
組
み
、
強
い
米
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

漁
業
に
つ
い
て

種
苗
の
生
産
・
放
流
や
陸
上
養
殖
・
海
面

養
殖
の
取
組
を
加
速
し
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
な
が
ら
、
計

画
的
な
伐
採
と
再
造
林
、
松
く
い
虫
等
の
病

害
虫
防
除
を
強
化
し
ま
す
。

令
和
８
年
度

市
長
施
政
方
針

「
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た

元
気
で
心
豊
か
に
暮
ら
す
男
鹿
」
を
目
指
し
ま
す
！

今
年
度
の
主
要
な
事
業
や
予
算
に
つ
い
て
の
方
向
性
を

示
す
施
政
方
針
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子
育
て
世
帯
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、

保
育
園
か
ら
小
中
学
校
ま
で
の
育
ち
と
学
び

を
つ
な
ぎ
、
教
育
・
保
育
の
質
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
、
ナ
マ
ハ
ゲ
文

化
の
継
承
や
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
発
信
に
力

を
入
れ
る
ほ
か
、
各
種
大
会
等
を
通
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
づ
く
り
と
交
流
人
口
・

関
係
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
に
向
け
た

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
（
無
意

識
の
偏
見
）
や
男
女
格
差
の
解
消
に
努
め
、

結
婚
・
出
産
に
希
望
が
持
て
る
環
境
づ
く
り

と
、
手
厚
い
支
援
策
に
よ
る
移
住
定
住
を
促

し
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
見

直
し
、
地
域
の
拠
点
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
等
の
改
修
を
進
め
る
一
方
、
利
用

度
の
低
い
施
設
や
廃
校
舎
等
の
解
体
・
除
却

を
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業
が
元
気
な
ま
ち
・
挑
戦
す
る
人

が
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り

半
島
防
災
に
向
け
た
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

市
民
の
暮
ら
し
と
健
康
を
守
る

ま
ち
づ
く
り

子
育
て
の
希
望
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り



令和８年度 当初予算の概要

令和８年４月号３

予算総額は174億9,400万円（前年度比４億3,930万円、2.6％の増）

今年度は、新たに策定した総合計画に掲げる「人口減少社会に対応した元気で心豊かに暮らす男鹿」

の実現に向けて、「産業力の強化」、「子育て環境日本一への取組」、「防災力の強化」の３つの重点戦略を

中心に予算を編成しました。

その上で、ツキノワグマの被害防止対策、物価高騰・賃金上昇への対応、関係人口・交流人口の拡大

に向けたシティプロモーションの取組、公共施設等の老朽化対策や脱炭素の推進などにも留意しながら

事業費を措置したもので、歳入歳出予算の総額を174億9,400万円としました。

予算の規模
予算額は1万円未満を四捨五入したものであり、内訳は合計と一致しない場合があります。

一般会計歳入歳出の状況

●一般会計および特別会計 ●歳入

●歳出●公営企業会計

一　般　会　計
国民健康保険特別会計
診療所特別会計
介護保険特別会計
（保険事業勘定）
介護保険特別会計
（サービス事業勘定）
後期高齢者医療特別会計

合　　　　　　計

会　　計　　名 予　算　額
174億9,400万円
33億3,767万円

1,923万円

49億6,743万円

558万円

6億1,279万円

264億3,671万円

男鹿みなと市民

病 院 事 業 会 計

会　計　別 収入支出別 予　算　額

上水道事業会計

ガ ス 事 業 会 計

下水道事業会計

合 計

収
益

資
本

収
益

資
本

収
益

資
本

収
益

資
本

収
益

資
本

収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出

26億3,512万円
28億3,507万円
6億1,953万円
7億5,725万円
6億8,515万円
7億1,704万円
2億2,652万円
4億5,110万円
6億3,749万円
6億7,762万円
2,523万円

1億1,732万円
11億4,254万円
9億8,009万円
3億4,911万円
7億5,136万円

収入
支出
収入
支出

51億4,930万円
52億9,983万円
11億7,139万円
20億7,703万円



3

4

（1）安全なまちづくり

（1）シティプロモーションの推進

（3）健康長寿命社会の形成 （4）脱炭素（GX）への取組

（2）地域コミュニティ・住民自治組織の強化

（2）賢い縮小（スマートシュリンク）の推進

◆ 鳥獣（クマ）被害防止対策事業 
　　　　　　　　　　　【2,338万円】
・学校等周辺の緩衝帯整備（10ha）
・狩猟免許取得・猟銃購入助成
・ドローンの活用
・猟友会の活動経費

◆シティプロモーション推進事業【994万円】  新
・シビックプライドの醸成
・戦略的な情報発信
・ふるさと住民登録制度の準備
・企業版ふるさと納税の促進

◆ 人生100年時代！
　生きる喜びサポート事業【584万円】  新
・自立支援協議会の設置
・自立支援型介護先進地視察
・保健福祉センターの修繕

◆ ゼロカーボンシティおが推進事業
【374万円】

・森林カーボンクレジット
　推進事業  新
・ブルーカーボン実証
　プロジェクト推進事業

◆ 北浦コミセン移転改修事業 拡
【２億1,614万円】

・内部改修・屋根防水シート張替工事
・ギネス認定巨大桶展示

◆ 金川グラウンド改修事業
（公園長寿命化事業)【3,141万円】

・イベント広場と駐車場へ機能転換（12,000㎡）

◆ 半島防災加速化事業【1,154万円】 拡
・スターリンク・トイレカー等を活用した防災
訓練等の実施
・大型気化式冷風機11
台、ポータブル電源
12台等の整備

拡

詳細は、左記二次元コードから
ご覧ください。 : 新規事業 : 拡充事業新 拡

防災力の強化

人口減少社会に対応した取組

安全・安心、地域社会の維持



1
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（1）農林水産業の振興

（1）子育て・結婚・出産支援

（2）観光業の振興

（2）子育て・教育環境の整備

（3）商工業の振興・企業誘致

（3）移住・定住の促進

◆男鹿産農産物産地づくり支
援事業【1,171万円】

・獣害対応電気柵購入費助成
・ スプリンクラー等高温少雨
対策資材購
入費助成
・ メロン、キ
ク、ソバの
生産資材助
成

◆ 目指せ子育て日本一！
総合支援事業

　　　　【1億4,390万円】
・ 妊娠・出産・入学準備・住
宅取得助成金
・ 給食完全無償化・おむつ無
償化（サブスク）

◆ 観光情報発信強化・誘客
　プロモーション推進事業
　　　　【3,124万円】 拡

・なまはげを核とした誘客推進
・教育旅行の推進
・ SNS活用のスキルアップ、モ
ンベルと連携した情報発信

◆ 市民文化会館改修事業  
【１億6,308万円】拡

・電気設備改修工事
・大ホール舞台機構改修設計
　（令和９年度実施工事）

◆ 企業誘致対策事業
【１億7,455万円】

・ 商工業振興促進条例に基づく
施設整備費補助金、雇用奨励
金等
・ サテライトオフィス誘致、物
件購入・改修費助成

◆若者子育て世帯向け住宅等供
給促進事業【603万円】 新

・ 内子団地賃貸住宅３棟を居抜
き売却
・市営住宅の入居要件の緩和
・子育て世帯住宅改修等補助金

◆ 男鹿の海育てる漁業定着
支援事業【1,923万円】

・ ギバサ・マガキ・海藻・ク
ルマエビ・サーモンの畜養
殖
・ アワビ・クルマエビ等の種
苗放流

◆ インバウンド誘客推進事業
【3,421万円】

 ・トップセールス（台湾等）
・ 都内に滞在・宿泊する外国人
観光客へのプロモーション

令和８年度 主な事業概要
産業力の強化 雇用創出、所得向上

子育て環境日本一への取組 少子化対策、移住・定住促進

拡
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新
規
施
設
の
相
次
ぐ
開
業
に
よ
り
、

本
市
の
宿
泊
の
受
入
態
勢
は
こ
れ
ま

で
に
な
い
ほ
ど
厚
み
を
増
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
機
を
逃
さ
ず
、
滞
在
時

間
の
延
長
と
観
光
消
費
額
の
増
加
に

つ
な
が
る
よ
う
、
各
宿
泊
施
設
の
持

ち
味
を
存
分
に
生
か
し
た
誘
客
に
努

め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光

需
要
や
洋
上
風
力
発
電
の
進
展
に
伴

う
人
の
往
来
な
ど
、
宿
泊
ニ
ー
ズ
の

取
り
込
み
に
官
民
連
携
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

海
洋
環
境
の
変
化
、
時
化
に
よ
る

操
業
日
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
昨

年
の
漁
獲
量
は
２
２
３
１
ト
ン
、
漁

獲
金
額
は
９
億
２
０
０
０
万
円
で
、

前
年
に
比
べ
て
４
７
８
ト
ン
、
１
億

５
０
０
０
万
円
の
減
と
大
幅
な
落
ち

込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ハ
タ
ハ
タ
漁
は
昨
年
の
半
分
に
も

満
た
な
い
壊
滅
的
な
不
漁
に
見
舞
わ

れ
た
ほ
か
、
燃
油
価
格
や
資
機
材
等

の
高
騰
な
ど
、
漁
業
経
営
は
か
つ
て

な
い
程
の
打
撃
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
物
価

高
騰
対
策
と
し
て
、
漁
業
者
等
に
対

し
て
経
営
継
続
に
向
け
た
助
成
金
を

令
和
７
年
の
本
市
へ
の
観
光
入
込

客
数
は
、
宿
泊
・
日
帰
り
合
わ
せ
約

２
１
０
万
人
で
、
内
訳
は
宿
泊
が
約

９
万
人
で
前
年
か
ら
5.6
パ
ー
セ
ン
ト

の
増
、
日
帰
り
が
約
２
０
１
万
人
で

3.4
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

物
価
や
宿
泊
費
の
高
騰
に
伴
い
全

国
的
に
も
旅
行
客
数
は
横
ば
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
本
県
・
本
市
で
は

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
に
よ
り
、
総

じ
て
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
も
、
男
鹿
駅
周
辺

や
鵜
ノ
崎
エ
リ
ア
、
船
越
地
区
に
お

い
て
宿
泊
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ

と
で
新
規
の
顧
客
獲
得
に
つ
な
が
り
、

宿
泊
客
数
の
増
に
結
び
つ
い
た
も
の

と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

は
、
宿
泊
が
７
０
３
８
人
、
日
帰
り

が
７
２
９
６
人
の
計
１
万
４
３
３
４

人
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
と
比
較
し

4.0
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

国
全
体
で
は
訪
日
客
数
・
消
費
額
と

も
に
過
去
最
高
を
更
新
し
て
お
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
り
込
み
が
急
務

で
す
。

市
と
し
ま
し
て
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー

便
や
近
隣
空
港
に
発
着
便
が
多
い
台

湾
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
定
め
、

サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
等
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
活
用
し
た
セ
ー
ル
ス
に
努

め
る
ほ
か
、
広
域
の
観
光
ル
ー
ト
の

形
成
に
向
け
、
県
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
誘
客
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

３
月
５
日
に
は
、
待
望
の
「
ホ
テ

ル
木
下

秋
田
男
鹿
駅
前
」が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
男
鹿
温
泉
郷
に
加
え
、

交
付
し
た
ほ
か
、
船
外
機
な
ど
漁
業

者
の
設
備
導
入
へ
の
支
援
を
県
と
協

調
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ハ
タ
ハ
タ
や
サ
ケ
な
ど
主
要
魚
種

の
資
源
回
復
が
見
通
せ
な
い
こ
と
か

ら
、
ア
マ
ダ
イ
な
ど
の
暖
水
系
の
魚

種
や
新
た
な
漁
法
へ
の
転
換
支
援
の

ほ
か
、
収
益
性
の
高
い
ア
ワ
ビ
等
の

種
苗
放
流
の
拡
大
、
サ
ー
モ
ン
、
ク

ル
マ
エ
ビ
、
タ
マ
カ
イ
等
の
養
殖
の

実
証
事
業
を
推
進
す
る
な
ど
、
漁
業

経
営
の
維
持
継
続
に
向
け
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
出
来
る
限
り
の

支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

県
内
で
は
、
１
月
下
旬
か
ら
強
い

冬
型
の
気
圧
配
置
が
続
き
、
本
市
で

も
１
月
末
ま
で
の
累
積
降
雪
量
が
２

２
９
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
最
大
積
雪

深
が
38
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
観
測
す

る
な
ど
、
例
年
に
比
べ
て
降
雪
量
が

多
く
、
ま
た
降
雪
後
の
気
温
の
急
激

な
上
昇
に
よ
る
路
面
状
況
の
悪
化
も

加
わ
り
、
除
排
雪
作
業
の
出
動
回
数

が
増
加
し
た
た
め
、
２
回
に
わ
た
り

除
雪
費
を
増
額
し
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
に
伴
い
、
今
シ
ー
ズ

ン
の
よ
う
な
極
端
な
雪
の
降
り
方
は

市
政
報
告

男
鹿
市
議
会
３
月
定
例
会
が
、
２
月
24
日

か
ら
３
月
17
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

菅
原
市
長
が
行
っ
た
市
政
報
告
の
中
か
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
り
の
深
い
内

容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

観
光
入
込
の
状
況
に
つ
い
て

漁
業
の
状
況
に
つ
い
て

道
路
除
雪
に
つ
い
て



１
月
30
日
に
開
催
し
た
第
56
回
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
お
い
て
、

男
鹿
半
島
・
大
潟
ジ
オ
パ
ー
ク
が
再

認
定
さ
れ
、
今
後
４
年
間
、
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
前
回
令
和
４
年
の
審
査

で
指
摘
さ
れ
た
課
題
を
中
心
に
審
査

が
行
わ
れ
、
鵜
ノ
崎
海
岸
の
「
小
豆

で
す
。

来
年
度
か
ら
、
新
施
設
の
整
備
基

本
計
画
の
策
定
や
建
設
地
の
測
量
・

地
質
調
査
、
施
設
整
備
に
関
す
る
基

本
的
な
調
査
業
務
を
開
始
す
る
こ
と

と
し
、
当
初
予
算
に
関
連
経
費
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
適

正
か
つ
持
続
可
能
な
ご
み
処
理
と
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
念
頭
に
、

協
議
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
常
態
化
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
の
で
、
財
政
的
な
備
え
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
か
ら
も
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
除
雪
計
画

の
見
直
し
を
不
断
に
行
い
、
市
民
生

活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

秋
田
市
、
潟
上
市
、
八
郎
湖
周
辺

清
掃
事
務
組
合
構
成
市
町
村
と
、
昨

年
11
月
に
加
わ
っ
た
由
利
本
荘
市
の

８
自
治
体
で
広
域
化
に
向
け
た
協
議

を
進
め
て
お
り
、
２
月
９
日
の
協
議

会
に
お
い
て
、
名
称
を
「
秋
田
中
央

地
域
ご
み
処
理
広
域
化
協
議
会
」
に

改
め
る
と
と
も
に
、
昨
年
３
月
に
締

結
し
た
基
本
協
定
書
を
改
定
し
、
再

締
結
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
秋
田
市
に
建
設
予
定
の
新

施
設
に
、
ご
み
を
効
率
的
に
収
集
運

搬
す
る
た
め
の
中
継
施
設
の
建
設
候

補
地
に
つ
い
て
は
、「
潟
上
市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
」
と
本
市
に
あ
る
「
男

鹿
地
区
衛
生
セ
ン
タ
ー
」
の
２
か
所

を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
全
体
最
適

の
観
点
か
ら
、
潟
上
市
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
敷
地
内
を
適
地
と
し
て
選
定

し
、
同
協
議
会
で
承
認
し
た
と
こ
ろ

令和８年４月号７

男鹿市議会 ３月定例会

ご
み
処
理
広
域
化
に
つ
い
て

男
鹿
半
島
・
大
潟
ジ
オ
パ

ー
ク
の
再
認
定
に
つ
い
て

一般会計補正予算（第10号）の

主な概要について

岩
」
の
研
究
や
保
存
活
動
の
ほ
か
、

ジ
オ
パ
ー
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

の
立
上
げ
、
地
元
事
業
者
を
対
象
と

し
た
研
修
会
の
実
施
な
ど
、
人
材
の

育
成
や
裾
野
の
拡
大
に
向
け
た
新
た

な
取
組
を
着
実
に
進
め
て
き
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

市
と
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
大

潟
村
と
と
も
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力

の
向
上
と
発
信
に
努
め
、
観
光
振
興

や
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
生
か

し
て
ま
い
り
ま
す
。

〇清掃総務費　1,060千円

ごみ処理広域化に伴う地域計画策定に要する負担金の

うち、12.7％を本市負担分として措置します。

〇土地改良事業　5,044千円

寒風山麓第一揚水機の突発的な事故により運転不能と

なったことから、応急的な復旧工事を実施するため、土

地改良施設突発事故復旧事業費補助金のうち、10％を本

市負担分として措置します。

〇　 梨選果施設再編・集約事業　120,281千円

ＪＡ秋田なまはげが国の補助事業を活用し、天王選果

場を廃止して中石選果場へ集約するとともに、新たに選

果機を導入する事業に県と協調して支援します。

〇県営土地改良事業　46,105千円

国の補正予算成立に伴い、令和８年度に予定していた

事業を令和７年度事業とし、翌年度に繰り越して実施し

ます。

①経営体育成基盤整備事業費負担金

（野村地区、脇本本村地区）

②ため池等整備事業費負担金

（八西第１地区、延命寺地区）

新
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オ
ガ
ー
レ
の
隣
に
、
１
６
１
室
の
ホ
テ

ル
が
出
来
ま
し
た
。
感
無
量
で
す
。
観
光

・
宿
泊
業
だ
け
で
な
く
、
男
鹿
の
産
業
全

体
の
底
上
げ
に
な
り
ま
す
。

４
年
ほ
ど
前
に
、
「
こ
ん
な
素
晴
ら
し

い
所
に
ホ
テ
ル
が
な
い
の
は
お
か
し
い
、

私
が
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
お
客
さ
ん
は
私

が
世
界
か
ら
集
め
ま
す
！
」
と
言
わ
れ
驚

き
ま
し
た
。
他
の
ホ
テ
ル
業
者
が
見
向
き

も
し
な
か
っ
た
男
鹿
に
光
を
当
て
て
く
れ

ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
行
動
力
で
、
あ
っ

と
い
う
間
の
完
成
で
し
た
。

オ
ー
ナ
ー
は
、
木
下
グ
ル
ー
プ
で
す
。

世
界
に
感
動
を
与
え
た
「
り
く
り
ゅ
う
ペ

ア
」
を
、「
日
の
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ
に

光
を
当
て
る
」
と
支
援
し
て
き
た
方
で
す
。

「
積
善
の
家
に
は
必
ず
余
慶
あ
り
」
と
の

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
木
下
代
表
と
お
付
き

合
い
し
て
か
ら
、
男
鹿
に
「
い
い
気
」
が

流
れ
て
い
ま
す
。
男
鹿
の
産
業
文
化
が
変

わ
る
期
待
が
持
て
ま
す
。

１
０
０
億
円
の
投
資
額
・
10
人
か
ら
20

人
の
先
端
産
業
の
地
元
雇
用
な
ど
の
ほ
か
、

秋
田
大
学
・
県
立
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
、

東
北
電
力
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
大
企
業
と
の

連
携
も
図
ら
れ
ま
す
。
男
鹿
に
い
い
情
報

が
入
っ
て
き
て
、
経
済
の
活
性
化
が
期
待

で
き
ま
す
。
何
よ
り
も
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
「
常
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
こ

う
！
」
と
い
う
精
神
が
私
た
ち
に
い
い
影

響
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

令
和
６
年
は
自
殺
者
が
ゼ
ロ
、
令
和
７

年
は
残
念
な
が
ら
一
人
お
り
ま
し
た
。
２

万
人
規
模
の
自
治
体
で
こ
れ
だ
け
少
な
い

の
は
、
き
わ
め
て
珍
し
い
こ
と
だ
そ
う
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
活
動
に

は
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

ま
た
、
男
鹿
市
全
体
が
「
明
る
く
元
気

に
な
っ
て
い
る
」
こ
と
も
要
因
だ
と
思
い

ま
す
。
男
鹿
は
、「
景
色
よ
し
・
食
よ
し
・

ナ
マ
ハ
ゲ
の
文
化
よ
し
、
し
か
し
、
一
番

い
い
の
は
お
も
て
な
し
の
心
だ
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、「
明
る
い
あ
い
さ
つ
運
動
」

を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

訪
れ
る
人
を
幸
せ
に
す
れ
ば
、
自
分
た

ち
も
幸
せ
に
な
り
ま
す
。「
男
鹿
は
い
い
と

こ
ろ
だ
！
」
と
男
鹿
市
民
一
人
ひ
と
り
が

言
え
る
よ
う
な
男
鹿
を
創
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

悲
願
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が
オ
ー
プ
ン

令和８年４月号９

セ
レ
モ
ニ
ー
で
木
下
代
表
が
「
こ
ん
な

に
喜
ん
で
い
た
だ
く
仕
事
を
し
た
こ
と
は

な
い
。
こ
れ
か
ら
も
男
鹿
の
た
め
に
支
援

し
て
い
き
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
も
一
緒
に
、
男
鹿
市
民
の
ホ
テ
ル

と
思
っ
て
支
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

菅
前
首
相
・
小
泉
防
衛
大
臣
・
森
高
千

里
・
堀
内
孝
雄
な
ど
、
政
財
界
・
芸
能
界

の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
お
花
が
贈
ら
れ
て

き
て
盛
大
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
し
た
。

Ａ
Ｉ
で
有
名
な
ハ
イ
レ
ゾ
と
い
う
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
で
す
。
オ
ー
ナ
ー
は
41
歳
の

若
い
経
営
者
で
、
私
に
「
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
！
男
鹿
が
変
わ
り
ま
す
。
世
界
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
」
と
言
い
ま
し
た
。

「
Ａ
Ｉ
で
地
方
を
良
く
し
た
い
、
日
本
を

良
く
し
た
い
」
と
い
う
高
い
使
命
感
を

持
っ
た
人
で
す
。
男
鹿
の
ナ
マ
ハ
ゲ
も
大

好
き
で
、
素
晴
ら
し
い
人
間
力
も
魅
力
で

す
。

市長だより

▲塩川代表取締役社長（中央）と
相田名誉会長（右）

▲「ホテル木下 秋田男鹿駅前」
オープニングセレモニーで
挨拶する菅原市長

男鹿市長

菅 原 広 二

３
月
17
日
、
「
株
式
会
社
日

本
テ
ク
ノ
ス
」
様
へ
の
感
謝
状

贈
呈
式
を
市
役
所
に
て
行
い
ま

し
た
。

日
本
テ
ク
ノ
ス
様
か
ら
は
、

令
和
５
年
か
ら
３
年
連
続
で
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
ご

寄
附
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
多
額
の
寄
附
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
菅
原

市
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
い
た

し
ま
し
た
。

今
回
い
た
だ
い
た
寄
附
金
に

つ
い
て
は
、
産
業
振
興
に
よ
る

雇
用
の
創
出
に
関
す
る
事
業
へ

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
殺
予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム

県
内
初
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
誘
致

感
謝
状
を
贈
呈

い
た
し
ま
し
た



広報 おが 10

まちのHOT NEWS

「
ホ
テ
ル
木
下

秋
田
男
鹿
駅
前
」
開
業
！▲船川第一小学校入学式の様子

３
月
４
日
、
ホ
テ
ル
木
下

秋
田
男
鹿
駅
前
の
５
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ホ
テ
ル
は
木
下
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ホ
テ
ル
事
業
の
第
１
号
店
で
、
セ
レ
モ
ニ
ー

当
日
に
は
木
下
グ
ル
ー
プ
の
木
下
直
哉
社
長
兼
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
や
鈴

木
健
太
秋
田
県
知
事
、
菅
原
市
長
な
ど
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

木
下
社
長
は
「
こ
れ
ほ
ど
す
べ
て
に
お
い
て
歓
迎
さ
れ
て
い
る
事
業
は
初
め
て
。

男
鹿
、
秋
田
の
た
め
、
ま
ず
は
こ
の
ホ
テ
ル
を
成
功
さ
せ
、
県
内
に
ど
ん
ど
ん
ホ
テ

ル
を
造
っ
て
観
光
客
を
呼
び
込
ん
で
、
秋
田
の
発
展
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

観
光
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
産
業
の
ベ
ー
ス
と
な
る
新
た
な
交
流
拠
点
と
な
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

株
式
会
社
ハ
イ
レ
ゾ
と
立
地
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

〜
本
県
初
と
な
る
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
進
出
〜

▲左から協定書を持つ菅原市長、志倉社長、
神部副知事

３
月
12
日
、
秋
田
県
、
男
鹿
市
、
株
式

会
社
ハ
イ
レ
ゾ
の
３
者
に
よ
る
立
地
協
定

が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

同
社
は
空
き
校
舎
と
な
っ
て
い
る
旧
払

戸
小
学
校
を
活
用
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
で

必
要
と
す
る
膨
大
な
計
算
処
理
を
行
う

「
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
を
計
画
し

て
お
り
、県
内
初
の
Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

誘
致
事
例
と
な
り
ま
す
。

開
設
後
は
、
Ｉ
Ｔ
教
室
の
開
催
や
デ
ジ

タ
ル
人
材
の
育
成
な
ど
、
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
た
連
携
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
新
た
な
Ｉ
Ｔ

拠
点
の
誕
生
に
よ
り
、
男
鹿
の
未
来
を
担

う
人
材
の
教
育
や
経
済
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

▲テープカットの様子

▲最後の合唱をする南中卒業生

３
月
は
別
れ
と
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
季

節
で
す
。
市
内
の
各
小
・
中
学
校
で
は
卒

業
式
が
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園

で
は
卒
園
式
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
園
・
学
校
で
は
恩
師
や
通
い
慣
れ
た
学

び
舎
に
別
れ
を
告
げ
、
友
人
た
ち
と
再
会

の
約
束
を
交
わ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新
た
な

道
へ
歩
き
始
め
ま
し
た
。

卒
園
・
卒
業
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
今
ま

で
の
思
い
出
を
大
切
に
し
な
が
ら
新
た
な

生
活
も
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
令
和
７
年
度

市
内
卒
園
・
卒
業
者
数
】

保
育
園
・
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
77
人
／
小

学
校
94
人
／
中
学
校
１
１
４
人

卒
園
・
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

▲「ホテル木下 秋田男鹿駅前」外観
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生
涯
現
役
！

令
和
７
年
度
男
鹿
市
優
良
技
能
者
表
彰

▲表彰式参加者（左から渡部氏、畠山氏、
菅原市長、佐藤氏、加藤氏）

３
月
13
日
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
５
名

の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰

は
、
長
年
同
一
職
種
に
従
事
す
る
優
秀
な

技
能
者
を
表
彰
し
、
社
会
的
地
位
や
技
術

の
向
上
、
人
材
の
確
保
や
育
成
を
目
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

受
賞
者
の
皆
様
に
は
、
更
な
る
ご
活
躍

と
、
よ
り
一
層
の
後
進
の
育
成
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略)

【
電
気
工
事
士
】
加
藤
　
　
進
（
野
　
石)

【
左
官
工
事
士
】
佐
藤
　
政
司
（
福
米
沢)

【
板
金
工
事
士
】
畠
山
　
輝
美
（
五
里
合)

【
大
　
　
　
工
】
渡
部
　
　
斉
（
五
里
合)

【
熱
絶
縁
工
事
士
】
本
川
　
政
幸
（
船
　
越)

※
本
川
氏
は
表
彰
式
欠
席

楽
し
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

若
美
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
（
原
田

隆
志
会
長
）
は
、
技
術
の
向
上
と
人
間
関

係
の
親
睦
を
目
的
に
、
ほ
ぼ
毎
日
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

冬
期
間
は
若
美
コ
ミ
セ
ン
で
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
屋
外
の

中
央
公
園
広
場
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

現
在
会
員
は
30
名
で
す
が
、
そ
の
６
割

が
女
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
和
気
あ

い
あ
い
と
練
習
が
楽
し
め
る
理
由
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

会
長
か
ら
は
「
手
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
な
の
で
、
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
、
よ
か
っ

た
ら
一
緒
に
健
康
づ
く
り
も
兼
ね
て
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
の
お
言
葉
。

皆
さ
ん
ほ
ん
と
に
楽
し
く
や
っ
て
い
ま

す
。

（
若
美
支
所
長
　
佐
藤
）

▲若美コミセンでの練習風景

椿
地
区
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

３
月
７
日
、
椿
地
区
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ス
マ
イ
ル

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
通
常
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
と
違

い
、
レ
ー
ン
に
置
か
れ
た
ゲ
ー
ト
を
通
し

て
ピ
ン
を
倒
す
点
が
特
徴
で
す
。

今
回
は
競
技
参
加
者
が
30
人
で
、
５
人

編
成
の
６
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
休
憩
時
間
に
は
差
し
入
れ
の
焼
き

芋
を
食
べ
た
り
、
参
加
者
同
士
が
お
互
い

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
が
ら
談
笑
す
る
姿

も
見
ら
れ
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

競
技
を
通
じ
て
地
域
の
つ
な
が
り
を
さ

ら
に
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
椿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
　
鎌
田
）

▲室内での熱戦

令
和
８
年
「
市
の
記
念
日
記
念
式
典
」
を

開
催
し
ま
し
た

▲講演する㈱北日本花火興業の今野氏

３
月
20
日
、
男
鹿
市
民
文
化
会
館
に
て

「
市
の
記
念
日
記
念
式
典
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

新
男
鹿
市
が
誕
生
し
た
合
併
の
日
を

「
市
の
記
念
日
」
と
し
て
制
定
し
て
お
り
、

本
市
の
更
な
る
飛
躍
を
目
指
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
多
く
の
市
民
や
関
係
者
が
参

加
す
る
中
、
功
労
者
表
彰
や
一
般
表
彰
、

感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
、
記
念
講
演
で
は

株
式
会
社
北
日
本
花
火
興
業
代
表
取
締
役

の
今
野
義
和
氏
が
登
壇
し
、
第
１
回
か
ら

作
り
上
げ
て
き
た
男
鹿
日
本
海
花
火
に
対

す
る
思
い
、
舞
台
裏
の
様
子
な
ど
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

まちの HOT NEWS

お近くの話題や催しの情報をお寄せください。 企画政策課　企画広報班　三浦・船木　　24－9123



【
企
画
政
策
課
】

▼
課
長
（
農
林
水
産
課
長
）
夏
井

大
助
▼
主
幹
兼
企
画
広
報
班
長

（
企
画
政
策
課
副
主
幹
）
三
浦
雅

仁
▼
主
幹
兼
移
住
定
住
促
進
班
長

（
生
活
環
境
課
主
幹
兼
環
境
安
全

班
長
）
千
葉
聡
▼
副
主
幹
（
企
画

政
策
課
主
席
主
査
）
齊
藤
廣
俊
▼

副
主
幹
（
企
画
政
策
課
主
席
主
査
）

伊
藤
大
輔
▼
主
査
（
介
護
サ
ー
ビ

ス
課
主
任
）加
藤
亜
衣
▼
主
任（
男

鹿
ま
る
ご
と
売
込
課
主
任
）
天
野

洸
太
▼
主
任
（
税
務
課
主
任
）
高

橋
淳
▼
主
任
（
教
育
総
務
課
主
任

・
船
川
北
公
民
館
兼
務
）
小
林
瑛

里
▼
主
事
（
採
用
）
川
端
航
司

○
若
美
支
所

▼
支
所
長
（
企
業
局
管
理
課
主
幹

兼
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
班
長
）
三

村
広
光

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
脇
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

所
長
・
脇
本
公
民
館
長
併
任
（
税

務
課
主
幹
兼
課
税
班
長
）
岩
谷
里

美
▼
男
鹿
中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
所
長
・
男
鹿
中
公
民
館
長
併

任
（
危
機
管
理
課
専
門
員
（
再
任

用
））
小
澤
田
一
志

【
総
務
課
】

▼
課
長
待
遇
・
男
鹿
潟
上
南
秋
消

防
組
合
人
事
交
流
派
遣
（
子
育
て

健
康
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）

総
務
企
画
部

広報 おが 12

新
た
な
総
合
計
画
の
重
点
戦
略
で
あ
る
「
産
業
力
の
強
化
」「
子
育
て
環
境
日
本
一
へ
の
取
組
」「
防
災
力
の
強
化
」

の
取
組
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
職
員
の
意
欲
、
適
性
、
能
力
な
ど
を
考
慮
し
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

異
動
に
あ
た
っ
て
は
、
経
験
や
能
力
、
業
績
に
基
づ
き
適
材
適
所
を
念
頭
に
人
事
配
置
を
行
い
、
自
己
申
告
制
度

に
よ
る
職
員
本
人
の
意
向
を
で
き
る
限
り
反
映
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
国
や
県
へ
研
修
職
員
と
し
て
の
派
遣
も
継
続
し
て
行
い
、
引
き
続
き
人
材
育
成
に
も
重
点
を
置
き
ま
し
た
。

な
お
、
昇
格
者
数
に
占
め
る
女
性
職
員
の
割
合
は
45
・
０
％
で
、
管
理
職
に
占
め
る
女
性
職
員
の
割
合
は
31
・
７

％
と
な
っ
て
お
り
、
異
動
総
数
は
退
職
者
を
含
め
１
４
０
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

濱
野
浩
孝
▼
主
席
主
査
（
こ
ど
も

未
来
課
主
席
主
査
）
小
玉
有
希
子

▼
主
査
（
企
画
政
策
課
主
査
）

橋
由
真
▼
主
任
・
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
書
記
併
任
（
総
務
課
付

主
任
）
秋
山
詩
歩
▼
主
事
（
会
計

課
主
事
）

【
総
務
課
付
】

▼
主
査
（
生
活
環
境
課
主
査
）
浅

井
彩
子
▼
主
事
（
総
務
課
主
事
）

門
間
結
菜
▼
主
事
・
県
市
町
村
課

派
遣
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
主
事
）

内
田
錬
太
郎

【
危
機
管
理
課
】

▼
主
幹
兼
危
機
管
理
班
長
（
観
光

課
主
幹
兼
観
光
班
長
）
畠
山
裕
幸

▼
副
主
幹
（
教
育
総
務
課
主
席
主

査
）
村
井
稔
▼
主
席
主
査
（
危
機

管
理
課
主
査
）
鎌
田
真
由
子
▼
主

席
主
査
（
危
機
管
理
課
主
査
）
佐

藤
陽
一
▼
主
任
（
採
用
・
男
鹿
潟

上
南
秋
消
防
組
合
人
事
交
流
）
船

木
亘
▼
主
事
（
採
用
）
對
馬
諒

【
財
政
課
】

▼
主
査
（
財
政
課
主
任
）
金
子
望

実
▼
主
査
（
財
政
課
主
任
）
渡
部

公
成
▼
主
事
（
総
務
課
付
・
県
市

町
村
課
派
遣
）
武
田
千
穂
▼
主
事

（
生
活
環
境
課
主
事
）
船
木
陽
斗

【
税
務
課
】

▼
課
長
兼
債
権
管
理
班
長
（
税
務

課
長
）
武
田
健
一
▼
主
幹
兼
課
税

班
長
（
税
務
課
主
幹
兼
債
権
管
理

班
長
）
伊
藤
修
▼
副
主
幹
（
役
職

異動総数 140名 （※令和７年度 205名）

異動数125名、退職者数15名



定
年
）（
総
務
課
課
長
待
遇
・
男
鹿

地
区
消
防
一
部
事
務
組
合
人
事
交

流
派
遣
）
菅
原
章
▼
主
席
主
査

（
危
機
管
理
課
主
席
主
査
）
岩
出

貴
仁
▼
主
事
（
子
育
て
健
康
課
主

事
）
福
岡
凪
沙

【
福
祉
課
（
福
祉
事
務
所
福
祉

課
）】

▼
主
幹
兼
福
祉
班
長
（
生
活
環
境

課
主
幹
兼
保
険
班
長
）
齊
藤
良
子

▼
主
席
主
査
（
税
務
課
主
席
主
査
）

加
藤
大
介
▼
主
席
主
査
（
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
席
主
査
）
今

津
谷
宏
子
▼
主
査
（
福
祉
課
主
任
）

平
林
由
貴
▼
主
事
（
採
用
）
菅
原

桃
香

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
課
（
福
祉
事
務

所
介
護
サ
ー
ビ
ス
課
）】

▼
主
事
（
採
用
）
佐
藤
志
保

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
主
幹
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
副
主
幹
）
畠
山
陽
子
▼
副
主
幹

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
席

主
査
）
越
後
誠
▼
主
任
（
福
祉
課

主
任
）
小
坂
琢
磨

【
生
活
環
境
課
】

▼
課
長
（
企
画
政
策
課
長
兼
企
画

広
報
班
長
）
高
桑
淳
▼
主
幹
兼
環

境
安
全
班
長
（
危
機
管
理
課
主
幹

兼
危
機
管
理
班
長
）
伊
藤
俊
博
▼

主
幹
兼
保
険
班
長
（
こ
ど
も
未
来

課
副
主
幹
）
三
浦
真
希
▼
副
主
幹

康
課
主
幹
兼
健
康
推
進
班
長
）
清

水
幸
子

〇
船
川
こ
ど
も
園

▼
園
長
（
船
越
こ
ど
も
園
統
括
副

園
長
）
太
田
真
樹
美
▼
主
査
・
保

育
士
（
船
越
こ
ど
も
園
主
査
・
保

育
士
）
刈
谷
藍

○
船
越
こ
ど
も
園

▼
統
括
副
園
長
（
わ
か
み
ベ
ビ
ー

園
長
）
佐
藤
真
紀
子
▼
副
園
長

（
船
越
こ
ど
も
園
園
長
補
佐
）
安

田
志
賀
子
▼
園
長
補
佐
（
北
浦
保

育
園
主
席
主
査
・
保
育
士
）
夏
井

真
樹
▼
主
査
・
保
育
士
（
船
川
こ

ど
も
園
主
査
・
保
育
士
）
山
方
彩

子
▼
主
査
・
保
育
士
（
船
川
こ
ど

も
園
主
査
・
保
育
士
）
杉
渕
美
希

○
北
浦
保
育
園

▼
主
席
主
査
・
保
育
士
（
船
越
こ

ど
も
園
主
席
主
査
・
保
育
士
）
谷

口
裕
美

○
わ
か
み
ベ
ビ
ー
園

▼
園
長
（
船
越
こ
ど
も
園
副
園
長
）

杉
本
利
香
子
▼
主
席
主
査
・
保
育

士
（
船
越
こ
ど
も
園
主
席
主
査
・

保
育
士
）
鎌
田
圭
土

【
男
鹿
南
中
学
校
】

▼
校
務
員
（
美
里
小
学
校
校
務
員
）

勝
又
み
よ

【
診
療
部
】

▼
外
科
科
長
（
外
科
医
長
）

奈
保
子
▼
内
科
医
員
（
採
用
）

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
主
幹
兼
文
化

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
班
長
）
伊
藤
直

子
▼
主
幹
兼
文
化
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
班
長
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
副
主

幹
）
五
十
嵐
祐
介
▼
主
席
主
査

（
市
民
文
化
会
館
主
席
主
査
）
鈴

木
真
太
郎
▼
主
事
（
採
用
）
山

真
帆

【
農
林
水
産
課
】

▼
課
長
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長
・

市
民
文
化
会
館
長
兼
任
）
竹
内
弘

和
▼
主
幹
兼
基
盤
整
備
班
長
（
建

設
課
主
幹
兼
建
設
班
長
）
貝
塚
直

樹
▼
主
席
主
査
（
危
機
管
理
課
付

主
査
・
男
鹿
・
湖
東
地
区
消
防
広

域
化
協
議
会
事
務
局
派
遣
）
高
橋

孝
太
▼
主
査
（
企
業
局
ガ
ス
上
下

水
道
課
主
査
）
小
林
正
人
▼
主
査

（
採
用
）
村
井
豊
▼
主
任
（
税
務

課
主
任
）
平
林
大
弥
▼
主
事
（
税

務
課
主
事
）
加
賀
谷
俊
輔

【
建
設
課
】

▼
主
幹
兼
都
市
計
画
班
長
（
福
祉

課
主
幹
兼
福
祉
班
長
）
船
木
正
人

▼
主
幹
兼
建
設
班
長
（
建
設
課
主

幹
）
畠
山
靖
隆
▼
副
主
幹
（
建
設

課
主
幹
兼
都
市
計
画
班
長
）
佐
藤

紘
一
▼
主
席
主
査
（
農
林
水
産
課

主
査
）

▼
技
師
（
企
業

局
ガ
ス
上
下
水
道
課
技
師
）
目
黒

信
吾
▼
主
事
（
生
活
環
境
課
主
事
）

金
丸
禅
▼
技
師（
採
用
）三
政
夢
大

▼
主
事
（
採
用
）
石
川
花
梨

▼
副
主
幹
（
議
会
事
務
局
主
席
主

査
）
三
浦
洋
平

▼
副
事
務
局
長
（
農
業
委
員
会
事

務
局
局
長
補
佐
）
鈴
木
俊
市

【
教
育
総
務
課
】

▼
副
主
幹
（
農
林
水
産
課
副
主
幹
）

吉
田
新
▼
主
事
・
船
川
北
公
民
館

兼
務
（
採
用
）
小
田
原
和
希

【
こ
ど
も
未
来
課
】

▼
課
長
（
こ
ど
も
未
来
課
主
幹
兼

教
育
未
来
班
長
）
伊
藤
昌
人
▼
主

幹
兼
教
育
未
来
班
長
（
企
画
政
策

課
主
幹
兼
移
住
定
住
促
進
班
長
）

三
浦
大
作
▼
指
導
主
事
（
採
用
・

八
郎
潟
中
学
校
教
諭
）
杉
本
雄
▼

副
主
幹
（
建
設
課
副
主
幹
）
竹
内

千
秋
▼
主
席
主
査
（
こ
ど
も
未
来

課
主
査
）
伊
藤
加
奈
▼
主
査
（
総

務
課
主
任
）
加
賀
怜
理
▼
主
査

（
こ
ど
も
未
来
課
主
任
）
加
藤
香

織【
こ
ど
も
未
来
課
付
（
男
鹿
保
育

会
派
遣
）】

〇
男
鹿
保
育
会
事
務
局

▼
主
幹
・
事
務
局
長
（
子
育
て
健

（
財
政
課
副
主
幹
）
佐
藤
順
子
▼

主
任
（
福
祉
課
主
任
）
登
藤
里
美

▼
主
事
（
男
鹿
ま
る
ご
と
売
込
課

主
事
）
川
端
純
▼
主
事
（
農
林
水

産
課
主
事
）
下
間
睦
▼
主
事
（
建

設
課
主
事
）
古
仲
虎
魅
▼
主
事

（
採
用
）
近
藤
梨
紗

【
子
育
て
健
康
課
（
福
祉
事
務
所

子
育
て
健
康
課
）】

▼
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

（
生
活
環
境
課
長
）
岩
谷
一
徳
▼

主
幹
兼
健
康
推
進
班
長
（
子
育
て

健
康
課
副
主
幹
）
一
ノ
関
満
寿
美

▼
副
主
幹
（
子
育
て
健
康
課
主
席

主
査
）
坂
下
哲
也
▼
副
主
幹
（
わ

か
み
ベ
ビ
ー
園
園
長
補
佐
）
清
水

幸
子
▼
副
主
幹
（
役
職
定
年
）（
船

川
こ
ど
も
園
長
）
加
藤
千
佳
子
▼

主
席
主
査
（
生
活
環
境
課
主
席
主

査
）
岩
出
寿
子
▼
主
事
（
採
用
）

山
口
敬
斗

【
観
光
課
】

▼
主
幹
兼
観
光
班
長
（
農
林
水
産

課
主
幹
兼
基
盤
整
備
班
長
）
佐
沢

敦
也
▼
主
査
（
観
光
課
主
任
）
船

木
一
騎

【
男
鹿
ま
る
ご
と
売
込
課
】

▼
主
席
主
査
（
企
画
政
策
課
主
査
）

三
浦
沙
織
▼
主
査
（
企
画
政
策
課

主
任
）
三
浦
哲
也

【
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
】

▼
課
長
・
市
民
文
化
会
館
長
兼
任

令和８年４月号13

市
民
福
祉
部

観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

産
業
建
設
部

議
会
事
務
局

会
計
課

農
業
委
員
会
事
務
局

教
育
委
員
会

男
鹿
み
な
と
市
民
病
院



▼
木
内
祥
浩
（
企
画
政
策
課
副
主

幹
）
▼
佐
藤
淳
（
若
美
支
所
長
）

▼
杉
本
琢
磨
（
建
設
課
主
査
）
▼

加
澤
隆
康
（
男
鹿
み
な
と
市
民
病

院
診
療
部
内
科
医
長
）
▼
目
黒
和

実
（
男
鹿
み
な
と
市
民
病
院
看
護

部
主
任
看
護
師
）
▼
工
藤
美
紀

（
男
鹿
み
な
と
市
民
病
院
看
護
部

看
護
師
）
▼
石
川
小
百
合
（
男
鹿

み
な
と
市
民
病
院
看
護
部
看
護
師
）

▼
清
水
琢
（
こ
ど
も
未
来
課
長
・

秋
田
県
教
育
委
員
会
へ
帰
任
）
▼

菅
原
瑞
恵
（
こ
ど
も
未
来
課
指
導

主
事
・
秋
田
県
教
育
委
員
会
へ
帰

任
）
▼
柏
木
智
子
（
こ
ど
も
未
来

課
付
主
幹
・
男
鹿
保
育
会
派
遣
）

▼
山
田
政
信
（
脇
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
・
脇
本
公
民
館

長
併
任
）
▼
吉
田
悟
（
男
鹿
中
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
・
男

鹿
中
公
民
館
長
併
任
）
▼
藤
倉
成

実
（
男
鹿
み
な
と
市
民
病
院
診
療

部
透
析
セ
ン
タ
ー
技
師
）
▼
湊
宏

規
（
男
鹿
み
な
と
市
民
病
院
看
護

部
看
護
師
）
▼
鎌
田
ま
ゆ
み
（
男

鹿
東
中
学
校
校
務
員
）

菊
地
徹
▼
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
技
師
長
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
副
技
師
長
）
花
田
定
晴
▼
放

射
線
科
副
技
師
長
（
役
職
定
年
）

（
放
射
線
科
技
師
長
）
伊
藤
勝
行

【
看
護
部
】

▼
副
看
護
師
長
（
主
任
看
護
師
）

畠
山
オ
オ
ミ
▼
副
看
護
師
長
（
主

任
看
護
師
）
渡
邊
恵
子
▼
主
任
看

護
師
（
看
護
師
）
齊
藤
正
大

【
事
務
局
】

▼
主
席
主
査
（
男
鹿
み
な
と
市
民

病
院
事
務
局
主
査
）
佐
藤
千
喜
子

【
管
理
課
】

▼
主
幹
兼
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
班

長
（
ガ
ス
上
下
水
道
課
主
幹
兼
上

水
道
班
長
）
千
釜
博
幸
▼
副
主
幹

（
若
美
支
所
副
主
幹
）
佐
藤
寿
美

子
▼
副
主
幹
（
財
政
課
副
主
幹
）

今
野
誠

【
ガ
ス
上
下
水
道
課
】

▼
主
幹
兼
上
水
道
班
長
（
ガ
ス
上

下
水
道
課
主
幹
）
高
桑
康
▼
副
主

幹
（
ガ
ス
上
下
水
道
課
主
席
主
査
）

安
田
晃
▼
主
査
（
ガ
ス
上
下
水
道

課
主
任
）
佐
々
木
俊
▼
主
査
（
ガ

ス
上
下
水
道
課
主
任
）
古
仲
知
裕

▼
主
任
（
建
設
課
主
任
）
武
田
惇

▼
主
事
（
福
祉
課
主
事
）
太
田
勝

也
▼
主
事
（
農
林
水
産
課
主
事
）

武
田
侑
馬

広報 おが 14

企
　
業
　
局

退
　
職
（
所
属
順
）

退
職
（
再
任
用
職
員
・
所
属
順
）



月 日 会　　　場 時　間

令和８年４月号15

受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

愛
犬
手
帳
と
鑑
札
は
、
登
録
時
に
交
付
し

ま
す
。

【
登
録
手
数
料
】
３
０
０
０
円
（
注
射
料
金

は
別
途
い
た
だ
き
ま
す
。）

※
会
場
に
は
多
く
の
犬
が
集
ま
り
ま
す
の
で
、

飼
い
主
（
連
れ
て
き
た
方
）
の
責
任
の
も

と
、
犬
の
管
理
に
は
い
つ
も
以
上
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
お
釣
り
が
出
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
中
止
に
な
る
場
合
】

・
予
防
注
射
会
場
周
辺
に
ク
マ
が
出
没
し
安

全
が
確
保
さ
れ
な
い
と
き

・
荒
天
候
や
災
害
が
発
生
し
た
と
き

◆
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
た
方

狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
と
愛
犬
手
帳
を
お

令和８年度

狂犬病予防集合注射日程表

次のとおり、犬の登録・狂犬病予防集合注射を実施しま

すので、都合のよい会場で受けてください。

生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
の
飼
い
主
は
、

市
へ
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
、
法
律
に
よ
り
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
の
日
程
に
よ
り
集
合
注
射
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
都
合
の
良
い
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆
愛
犬
の
登
録
が
済
ん
で
い
る
方

案
内
ハ
ガ
キ
と
愛
犬
手
帳
を
お
持
ち
の
う

え
、
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
注
射
料
金
】
３
５
０
０
円
（
注
射
済
票
交

付
手
数
料
５
５
０
円
を
含
み
ま
す
。）

◆
愛
犬
の
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
方

会
場
で
登
録
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
注
射
を

持
ち
の
う
え
、
市
役
所
生
活
環
境
課
ま
た
は
、

若
美
支
所
で
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
集
合
注
射
会
場
で
は
交
付
で
き
ま

せ
ん
。

【
注
射
済
票
交
付
手
数
料
】
５
５
０
円

◆
鑑
札
・
注
射
済
票
の
装
着

交
付
さ
れ
た
鑑
札
や
注
射
済
票
を
装
着
す

る
こ
と
で
、
万
一
、
迷
い
犬
と
し
て
保
護
さ

れ
た
場
合
で
も
容
易
に
飼
い
主
を
探
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
愛
犬
の
登
録
情
報
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

飼
い
主
の
変
更
・
犬
の
所
在
地
変
更
・
犬

の
死
亡
な
ど
、
登
録
情
報
に
変
更
が
あ
り
ま

し
た
ら
忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
生
活
環
境
課
環
境
安
全
班

24
―
９
１
１
４

比詰公民館前

羽立中央会館前

男鹿市役所前（庁舎向かって右側）

わかみふれあい創明館前（小深見）

渡部町内会館

潟端地区集会施設前

福川生活総合センター前

南平沢部落十王堂前

増川部落会館前

女川漁民センター前

椿漁民研修センター跡地

八ツ面荒神社前

福野地区集会施設前

福米沢地区センター前

美里小学校前

戸賀コミセン前

西黒沢公民館前

真山公民館前

三ツ森会館前

北浦コミセン前

安全寺公民館前

滝川公民館前

五明光朋友館前

玉ノ池公民館前

釜谷地地区集会施設前

宮沢地区コミセン前

野石地区農村集落多目的共同利用施設前

土花朋友館前

船越コミセン前

若美コミセン車庫前

脇本コミセン前

樽沢生活総合センター前

百川八幡神社前

鮪川公民館前

戸嶋商店前（谷地）

高屋公民館前

中石公民館前

箱井自治会館前

琴川公民館前

４/７
（火）

４/８
（水）

４/９
（木）

４/10
（金）

４/11
（土）

４/13
（月）

４/14
（火）

令
和
８
年
度

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す

９：30～９：40

９：50～10：05

10：15～11：00

９：30～９：50

10：05～10：20

10：35～10：45

11：00～11：10

９：30～９：40

９：50～10：00

10：10～10：20

10：35～10：50

９：30～９：40

９：55～10：05

９：30～10：00

10：15～10：40

９：30～９：50

10：15～10：35

10：50～11：00

11：10～11：25

９：30～10：00

10：15～10：35

10：55～11：15

９：30～９：45

10：00～10：10

10：25～10：35

10：50～11：05

11：20～11：30

11：45～11：55

９：30～11：00

９：30～11：00

９：30～10：15

10：25～10：35

10：45～10：55

11：10～11：25

９：30～９：35

９：40～９：45

９：55～10：15

10：30～10：40

10：50～11：05

飼
い
主
の
み
な
さ
ま
へ

犬
の
登
録
は
生
涯
１
回
、
狂
犬
病

予
防
注
射
は
毎
年
１
回
必
ず
実
施

し
ま
し
ょ
う



昨年11月に、飲食提供が可能なキッチンカウンターが完成しまし

た。天候を気にせず、様々な会合にご利用いただけます。男鹿市内

各所からキャンプ場までの無料送迎サービスと組み合わせてのご利

用も可能です。

詳しくは、なまはげオートキャンプ場（ 0185－22－5030）まで

お問い合わせください。

◆なまはげオートキャンプ場（センターハウス）にキッチンカウンターができました

◆台湾の自転車専門誌に「男鹿半島なまはげライド」

が取り上げられました

昨年の菅原市長のトップセールスを機に台湾自転車協会と

の交流が始まり、台湾自転車協会の公式サイトに、「日本で開

催される大会」として「男鹿半島なまはげライド」が掲載さ

れています。

本市で９月開催予定の「男鹿半島なまはげライド」に台湾

のサイクリスト（15名）が参加する予定です。

◆「なまはげ柴灯まつり」と「横手市かまくら行事」の地域間交流が成功しました

横手のかまくらの開催時期が２月第２金曜日・土曜日に変更になり、なまはげ柴灯まつりと同時期

になったことから、男鹿ＤＭＯが横手市観光協会に働きかけ、交流事業を企画しました。男鹿真山伝

承館前には本場横手のかまくら職人が手掛けた「かまくら」を設置し、横手駅前では、なまはげ太鼓

の演奏を行いました。

双方のイベントには九州や名古屋方面から沢山のツアー客が訪れ、地域連携企画の成功例となりま

した。次回は湯沢の「犬っこまつり」にも声掛けを試みます。

問い合わせ／男鹿ＤＭＯ「なまはげツーリズム」 47－7150（平日８時30分～17時）
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令和８年４月号17

令
和
８
年
度
に
発
行
す
る
総
合
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
広
告
を

掲
載
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

規
　
格
／
Ａ
４
版
、
フ
ル
カ
ラ
ー
、
26
ペ
ー
ジ

部
　
数
／
７
万
部
（
予
定
）

用
　
途
／
市
内
外
の
観
光
関
連
施
設
や
宿
泊
施
設
な
ど
に
配
布
、

各
種
観
光
Ｐ
Ｒ
で
活
用

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
／
４
月
13
日（
月
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
観
光
課

24
―
９
２
２
０

男
鹿
市
総
合
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

広
告
を
募
集
し
ま
す
！

モ
ン
ベ
ル
「
フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
」「
フ
レ
ン
ド
マ

ー
ケ
ッ
ト
」
登
録
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

男
鹿
市
は
総
合
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー
の
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル

が
展
開
す
る
「
モ
ン
ベ
ル
・
フ
レ
ン
ド
エ
リ
ア
」
へ
登
録
し
て
い

ま
す
。

希
望
す
る
市
内
事
業
者
は
、「
フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
」
と
「
フ
レ

ン
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
無
料
で
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
、
令
和
８

年
３
月
現
在
、
フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
に
22
施
設
、
フ
レ
ン
ド
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
４
社
登
録
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
自
然
や
食
、
ア
ウ
ト
ド
ア
に
関
心
の
高
い
１
２
５
万
人

以
上
の
モ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ
会
員
に
向
け
て
、
施
設

情
報
等
の
様
々
な
発
信
が
可
能
で
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
観
光
課
　
　
24
―
９
１
４
１

●
山
焼
き
実
施
日
／

４
月
18
日
（
土
）

※
８
時
に
火
入
れ
、
12
時
30
分

頃
終
了
予
定

※
予
備
日
　
４
月
19
日（
日
）、

25
日（
土
）、
26
日（
日
）

●
山
焼
き
場
所
／

寒
風
山
大
噴
火
口
約
37

【
実
施
で
き
な
い
場
合
】

天
候
等
に
よ
り
実
施
で
き
な

い
場
合
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
防
災
行
政
無
線
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
交
通
規
制
】

火
入
れ
開
始
か
ら
終
了
ま
で
、

寒
風
山
パ
ノ
ラ
マ
ラ
イ
ン
の
一

部
区
間
を
通
行
止
め
に
し
ま
す

（
男
鹿
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を
ご
利

用
の
方
は
８
時
〜
９
時
は
男
鹿

中
方
面
か
ら
、
９
時
〜
終
了
ま

で
は
脇
本
方
面
か
ら
通
行
と
な

り
ま
す
）。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

集
合
時
間
／
７
時
（
12
時
30
分

頃
終
了
予
定
）

集
合
場
所
／

寒
風
山
山
頂
駐
車
場

内
容
／

延
焼
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
消
火

作
業
の
補
助
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
（
消
火
用
の
竹
ぼ
う
き

や
じ
ょ
う
ろ
等
可
能
な
範
囲
で

持
参
し
て
く
だ
さ
い
）。

※
作
業
中
の
事
故
等
に
つ
い
て

は
、
保
険
の
範
囲
内
で
の
補

償
の
み
と
な
る
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

参
加
申
込
／

保
険
に
加
入
し
ま
す
の
で
、
必

ず
事
前
に
申
込
願
い
ま
す

（
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参
可
）。

申
込
書
は
、
観
光
課
に
設
置
し

て
い
る
ほ
か
、
男
鹿
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
／
４
月
９
日（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
込
／

寒
風
山
山
焼
き
実
行
委
員
会
事

務
局
（
観
光
課
）

24
―
９
１
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
23
―-

２
４
２
４

k
a
nk
o
@
c
ity
.o
g
a
.a
k
ita
.jp

●
山
焼
き
実
施
の

様
子
は
観
光
課

Ｙ
о
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
で

生
中
継
し
ま
す
。

●
男
鹿
Ｄ
Ｍ
Ｏ
「
な
ま
は
げ
ツ

ー
リ
ズ
ム
」
で
は
山
焼
き
と

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
合
わ
せ
て

体
験
で
き
る
ツ

ア
ー
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

寒
風
山
山
焼
き
の
実
施
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

今
年
度
も
、
寒
風
山
の
美
し
い
草
原
景
観
と
豊
か
な
生
態
系
の
保

全
を
目
的
と
し
て
、「
寒
風
山
山
焼
き
」
を
実
施
し
ま
す
。
山
焼
き
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
左
記
よ
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ヘ
　
ク

タ
ー
ル
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＜医療機関での健診について＞

〇胃内視鏡検診

対 象 者：50歳以上の令和９年３月時点で偶数年齢（50、52、54…）の方

受診期間：令和８年７月１日～令和８年12月31日

申込期限：５月29日（金）

※集団健診で胃がん（バリウム）検診を受けた方、受ける予定の方は受けられません。

※申込者へ６月に受診券を発送します。

〇特定・後期高齢者・一般健診

受診期間：令和８年５月１日～令和９年３月31日

実施機関：【特定・後期高齢者健診】県内医療機関　　【一般健診】男鹿・潟上・南秋地区の医療機関

〇子宮・乳がん検診

受診期間：令和８年６月１日～令和８年12月31日

※対象者には、桃色の封筒に「子宮頸がん・乳がん検診案内通知書」を同封していますのでご確認ください。

問い合わせ／子育て健康課健康推進班 24－3400

令和８年４月号27

４月16日から

男鹿市健診・がん検診がはじまります
健康ポイント
の対象です!!

健診対象者がいる世帯には、３月に桃色の封筒

で『男鹿市健診・がん検診のお知らせ』をお届けし

ています。

封筒の中には、健診について詳しい説明を記載し

た「男鹿市健診・がん検診ガイド」が入っています

ので、ご確認のうえ、健診のお申し込みをお願いし

ます。

桃色のお知らせ封筒 健診・がん検診ガイド
＜集団健診について＞

〇集団健診は完全予約制です。混雑解消を図るため受付時間を30分ずつ区切って予約をとります。
４・５月実施の集団健診の予約（申込書、LINE、FAX）は終了しましたが、お申し込みをお忘れの方はご相談

ください。

※ただし、日程等ご希望に添えない場合があります。

＜集団健診申し込み延長会場について＞
ご予約に空きがある下記会場の申し込み期限を延長します。

北浦コミセン

脇本コミセン

船越コミセン

日　時

４／24（金）

５／１（金）

５／８（金）

申込書提出・LINE予約期限 申込書提出場所

４月８日（水）まで

・男鹿市役所子育て健康課（２階）

・若美支所

・各コミセン（若美を除く）

・船川港公民館、船川北公民館

・いとく市民サービス窓口

ご質問がある場合は、
問い合わせ先までご連絡
ください。

会　　　場

※「交通手段がなく申込書が提出できない、LINE予約ができない」等の理由により、申し込みができない方につ

いては、問い合わせ先へご連絡ください。



こども家庭センター
（子育て健康課子育て支援班）

男鹿市こども家庭センターは乳幼児から高校生まで、ご家族
やお子さまからのご相談に応じています。
保健師・助産師・臨床心理士・社会福祉士・家庭相談員など

の子育て支援の専門家がチームでサポートします。些細なこと
と思わず、お気軽にご相談ください。

ご相談・お問い合わせは

プレコンとは、性別を問わず適切な時期に性や健
康に関する正しい知識を持ち、妊娠・出産を含めた
ライフデザインや将来の健康を考えて健康管理を行
う概念を指します。仕事、趣味、恋愛…何をするに
も健康な心と身体が必要です。例えば、標準体重を
キープする、身体に不調を感じたら受
診することもプレコンです。
自分が望む将来を実現するために、

できることからプレコンを意識して生
活してみましょう。

お子さまの成長・発達を確認し、病気の早期発見の場にもなります。忘れずに
受診しましょう。
また、子育て相談の場でもありますので、日々の悩みや疑問についてご相談く

ださい。
会場：保健福祉センター 2階 受付時間：12時45分～ 13時15分

妊娠28週から37週未満の妊婦の方が対象となりま
す。胎盤を通して胎児がＲＳウイルスの抗体を得る
効果があります。接種については妊婦健診の主治医
とご相談ください。

プレコン（プレコンセプションケア）
を知っていますか？

令和８年４月１日から
ＲＳウイルスワクチンが
定期予防接種化されます

メールは
←こちら

妊婦の方、妊娠を
希望される方へ

乳幼児健康診査のお知らせ

令和７年８月生まれ
　　　　12月生まれ

詳細は個別通知知
します。

令和７年 5 ～ 6月生まれ

令和４年10～11月生まれ

令和６年 9～ 11月生まれ

詳細は個別通知します。

４月24日（金）

医療機関で実施します。します。

４月15日（水）

４月８日（水）

５月13日（水）

９月開始予定です。

４か月児・7か月児

２歳児歯科（個別受診）

10か月児

３歳児

１歳６カ月児

５歳児

各健診の持ち物、
その他子育て情報
はおがっこwebで
ご確認ください→



子育て支援センター
男鹿市地域子育て支援センターは、お子さまとご家族が安心してのびのび遊べる施設です

♪赤ちゃんや就園したお子さま、そのきょうだいも大歓迎！

お問い合わせは

親子遊び・製作や季節の行事など楽しい遊び場を開催！（9時30分～ 11時）
おやつ、飲み物、着替え、バスタオル（歩行前のお子さま）をご用意ください♪

す

利用時間：９時～ 16時　土日祝日OK（年末年始を除く）

９日（木）
はじめまして
わくわく

16日（木）
ふれあいあそび

23日（木）
お誕生会・身体測定
（どなたでも測定可）

30日（木）
こいのぼり製作

13日（月）・27日（月）
（11時～ 11時30分）

15日（水）
（10時～ 11時30分）

４月から新たに始まります。
絵本に親しみま
しょう♪

会場は無印良品いとく
ショッピングセンターです！
電話・おがっこアプリ（母
子モ）でご予約ください

今月はお休みです。
次回をお楽しみに！

育児相談、子育てサークルへの支援も実施しています。受付時間：９時～15時30分　土日祝日OK（年末年始を除く）

みんなで遊ぼ♪待ってるよー‼
おやつを食べる
場所だよ！

赤ちゃんも安心
して遊べるよ♪

体を思いっきり動かしちゃおう！



毎
月
１
回
開
催
！
皆
で
楽
し

く
脳
ト
レ
し
ま
せ
ん
か
？
初
め

て
の
方
か
ら
経
験
者
ま
で
大
歓

迎
！
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
で
一
緒

に
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

／
４
月
17
日（
金
）

13
時
30
分
〜
16
時
頃

／
北
浦
コ
ミ
セ
ン

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム

／
８
名
（
＋
見
学
可
能
）

／
飲
み
物

※
当
日
参
加
可
能

日
常
生
活
に
必
要
な
日
本
語

を
身
に
付
け
、
上
達
を
目
指
し

ま
せ
ん
か
？

／
４
月
〜
３
月

10
時
〜
12
時

（
土
曜
日

全
18
回
）

（
開
講
式

４
月
18
日（
土
）

10
時
〜
）

／
船
川
港
公
民
館

会
議
室

／
生
活
者
と
し
て
市
内

に
定
住
・
永
住
す
る
外
国
出
身

の
方
、
お
よ
び
そ
の
子
ど
も

／
４
月
17
日（
金
）

※
第
２
回
以
降
は
随
時
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講
師
の
先
生
と
一
緒
に
、
童

謡
の
歌
唱
や
リ
ズ
ム
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、脳
ト
レ
、セ
ル
フ
ケ
ア
等
、

無
理
な
く
楽
し
く
健
康
長
寿
を

目
指
し
ま
す
。

／
４
月
22
日（
水
）

９
時
30
分
〜
11
時

毎
月
第
四
水
曜
日
に
開
催
予
定

／
北
浦
コ
ミ
セ
ン

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム

／
飲
み
物
、
動
き
や
す
い

服
装

※
当
日
参
加
可
能

男
鹿
市
日
本
語
教
室
で
は
、

日
本
語
学
習
者
を
一
緒
に
支
援

し
て
く
れ
る
方
々
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

／
４
月
〜
３
月

10
時
〜
12
時

（
土
曜
日

全
18
回
）

（
開
講
式

４
月
1
日（
土
）

10
時
〜
）

／
船
川
港
公
民
館

会
議
室

／
若
干
名

／
外
国
語
を
話
せ
る
方

ま
た
は
、
日
本
語
に
限
ら
ず
指
導

経
験
が
あ
る
方
な
ど

※
ご
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人

も
楽
し
め
る
絵
本
や
昔
話
の
お

は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

／
４
月
26
日（
日
）

13
時
30
分
〜
15
時

／
ハ
ー
ト
ピ
ア

ギ
ャ
ラ

リ
ー

※
申
込
不
要
、
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

令
和
８
年
度
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

結
婚
支
援

本
市
で
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
新
婚
夫
婦
に
対
し
て
、

住
宅
購
入
費
や
賃
貸
物
件
の
家
賃
、
引
っ
越
し
費
用
な
ど
を
補

助
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
補
助
上
限
額
】

夫
婦
と
も
に
39
歳
以
下
の
場
合
30
万
円

夫
婦
と
も
に
29
歳
以
下
の
場
合
60
万
円

【
対
象
者
】

・
令
和
８
年
１
月
１
日
以
降
に
婚
姻
し
た
夫
婦

・
市
内
に
住
居
を
有
し
、
夫
婦
双
方
ま
た
は
一
方
の
住
所
が
当

該
住
居
の
住
所
で
あ
る
こ
と

・
世
帯
所
得
が
年
間
５
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

※
そ
の
他
補
助
要
件
あ
り

詳
細
は
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。



運動を始めたいが何をおこなって良いか分からない、姿勢
を改善したい、痩せたい、筋力・体力をUPさせたい。
健康運動指導士が目標に応じた運動プログラムを作成し、

指導させて頂きます。
退院後や産後の運動プログラム作成もおこなっております。

まずはご連絡お待ちしております！
【実施日】月～土曜日　９時～17時　
【対象】20歳以上の男女　【料金】1,300円/回（60分）

からだスッキリ体操（初回無料）

イス・壁・物を利用した日常生活動作向上プログラム
です。まずはご参加お待ちしております。
出張スッキリ体操in北浦コミセン　※予約不要
４月16日（木）10時～11時　参加費300円
出張スッキリ体操in船越コミセン ※予約不要
４月23日（木）13時30分～14時30分　参加費300円
※北浦・船越共に別地域の方も参加可能です。
【実施日】４月14日（火）･20日（月）･28日（火）

10時30分～11時30分　
【対象】成人の男女【定員】15名【料金】500円/回

令和８年４月号31

図書館は、祝日の４月29日

も開館しておりますので、

ご利用ください。

男鹿市立図書館利用案内
◆こどもの読書週間イベントの開催について

４月23日から始まるこどもの読書週間に合わせ、
イベントを開催します。ぜひご参加ください。
申込不要です。直接会場にお越しください。

①「こどもの読書週間おはなし会」
４月18日（土）10時30分～　図書館談話室
図書館ボランティアの皆さんが、春のおはなし

をたくさん読み聞かせします。ミニプレゼントも　
差し上げます。

②ブックトレード（本の交換会）を開催します。
５月６日（水）10時～15時　船川港公民館体育館
読み終わった本を持ちよって、他の人が読み終

わった本と交換してみませんか？小説、絵本、実
用書など、まだ読める本なら５冊までお持ちくだ
さい。百科事典、漫画、雑誌、破損のある本はご
遠慮ください。事前受付中ですので、お気軽にお
問い合わせください。

◆４月の休館日 ６日（月）、13日（月）、20日（月）、27日（月）
問い合わせ／市立図書館　冨岡　　　　　　　

23－2552 FAX23－2553

パーソナルトレーニング（初回カウンセリング無料）

女性限定エクササイズ（初回無料）

筋力・体力ＵＰ・姿勢改善プログラムです。

マット、バランスボール、ストレッチボール、ピラティス

ボールを使用した運動を行います。

特にトレーニング時には呼吸・姿勢・使う筋肉の意識性が

重要です。健康づくりの一歩を踏み出しませんか？

【会場】男鹿市総合体育館
【実施日】４月３日（金）・７日（火）・17日（金）・21日（火）

10時30分～11時30分
４月10日（金）・23日（木）18時30分～19時30分

【対象】成人の女性【定員】20名【料金】500円/回

市総合体育館で健康増進や筋力・体力向上などの健康教室を開催しています！

ピラティスとは健康的な生活を取り戻すことを目的とし
たエクササイズです。インナーマッスルを鍛え体幹を強化
することで両手足の動きが柔軟になり、スムーズになりま
す。姿勢改善の効果、肩こり・腰痛の緩和、怪我の予防に
もつながります。
【会場】サンワーク　トレーニングルーム 担当／猿田氏
【実施日】４月17日（金）･28日（火）18時30分～19時30分
【対象】20歳以上の男女 【定員】20名 【料金】800円/回

ピ ラ テ ィ ス

フラエクササイズ

フラダンスを用いたエクササイズです。フラダンスのゆ
ったりした音楽と動きで体幹に刺激が入り、運動不足解消
や姿勢改善の効果があります。心身共に健康的になり気分
も前向きになります！
【会場】男鹿市総合体育館　担当／伊東氏
【実施日】４月30日（木）10時30分～11時30分

19時～20時　
【定員】15名 【参加費】800円／回
【持ち物】運動しやすい服装、タオル、飲み物など

【持ち物】タオル、飲み物、上履き
【服　装】運動しやすい服

コースは全て予約制です。
電話予約は平日８時30分から17時30分ま
で受け付けしています。
公式LINEでは24時間受付予約可能です。

問い合わせ／男鹿地域リハビリステーション
（市総合体育館内）嵯峨　　23－3040

全コース共通事項

熟柿

佐藤正午著 KADOKAWA刊

ある星の汽車

森洋子著　福音館書店刊

イン・ザ・メガチャーチ

朝井リョウ著　日経BP日本経済新聞出版刊

探偵小石は恋しない

森バジル著 小学館刊

大河の一滴　最終章

五木寛之著　幻冬舎刊

今月の話題の本

デコピンのとくべつないちにち

大谷翔平文　マイケル・ブランク文
ファニー・リム絵　田中亜希子日本語版訳

ポプラ社刊

◎ご報告　料金の改定で４月からパーソナルトレーニングは1000円→1300円になります。ご理解の程よろしくお願いいたします。



　消防広域化に伴い、4月1日から消防本部と消防署
の名称が新しくなりますのでお知らせします。

消防本部・消防署の名称が
新しくなりますちゃんとチェック！秋田県の最低賃金

消防本部名

各
　
署

　
の

　
名

　
称



▶



ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
　
初
心
者
体
験
会

運
動
不
足
・
ス
ト
レ
ス
解
消
に

吹
き
矢
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
／
４
月
18
日（
土
）20
日（
月)

13
時
30
分
〜
15
時

場
　
所
／
船
川
港
公
民
館

体
育
館

持
ち
物
／
上
履
き
・
飲
み
物

※
用
具
は
お
貸
し
し
ま
す
。

参
加
費
／
無
料

沖
口
　

０
９
０
―
２
２
７
３
―
７
４
０
５

「
第
72
回
五
里
合
地
区
祭
典
駅
伝
大

会
」
参
加
チ
ー
ム
募
集
の
お
知
ら
せ

日
時
／
４
月
29
日
（
水
・
祝
日
）

９
時
ス
タ
ー
ト

集
合
／
五
里
合
コ
ミ
セ
ン

参
加
資
格
／
完
走
で
き
る
能
力
を

持
つ
健
康
な
方

参
加
費
／
１
０
０
０
円
（
保
険
代
）

※
小
中
学
生
単
独
チ
ー
ム
で
の
参

加
は
無
料

申
込
締
切
／
４
月
20
日（
月
）

五
里
合
地
区
体
育
協
会

事
務
局
　
斉
藤
　

34
―
２
８
１
０

癒
し
の
空
間
で
リ
ン
パ
ケ
ア
を
体

感
し
て
み
ま
せ
ん
か

日
時
／
４
月
19
日（
日
）13
時
〜
16
時

会
場
／
サ
ン
ワ
ー
ク
男
鹿

※
前
日
ま
で
要
予
約

加
藤

０
９
０
―
８
９
２
６
―
９
６
３
０

セ
ラ
ピ
ス
ト
資
格
取
得
に
つ
い
て
（
加
藤
）

０
９
０
―
４
３
１
０
―
４
０
４
１

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
体
験
し
よ
う
！

日
時
／
４
月
５
日（
日
）13
時
〜
14
時

４
月
12
日（
日
）12
時
〜
13
時

場
所
／
船
越
コ
ミ
セ
ン
　
体
育
館

持
ち
物
／
動
き
や
す
い
服
、
内
靴
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル

伊
藤
　

０
９
０
―
７
７
９
０
―
６
３
４
０

う
た
（
童
謡
・
唱
歌
）
ご
一
緒
し

ま
せ
ん
か
♪

日
時
／
４
月
４
日（
土
）
18
日（
土)

10
時
〜

編 集 う ら ば な し
令和６年５月号から２年間、広報を担当してきました
が、このたび異動となりました。取材先でお会いした方
や関係者の皆さまには、大変お世話になりました。少し
でもいい写真と情報を皆さまに届けられるよう、不慣れ
ながら頑張ってきたつもりですが、如何だったでしょう
か。今後も広報おがをよろしくお願いします。ありがと
うございました！（M）
４月です 先日、卒業式の取材に行きました。別れの
寂しさだけではなく、感謝の気持ちや未来への希望が溢
れる素晴らしいものでした。春は出会いと別れの季節で
す。出会いはもちろん、普段から、今この一瞬一瞬を大
事に過ごしていきたいものです。今年度も広報担当とな
りました！引き続きよろしくお願いします （F）

会
場
／
脇
本
コ
ミ
セ
ン

対
象
／
女
性

参
加
費
／
初
回
無
料

Ｍ
ｉ
ｋ
ａ
コ
ー
ラ
ス
　
小
玉

０
９
０
―
４
８
２
３
―
４
０
０
３

春
で
す
！
　
何
か
新
し
い
こ
と
始

め
ま
せ
ん
か
！

●
絵
手
紙

４
月
３
日（
金
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
ダ
ン
ベ
ル
＆
ス
ト
レ
ッ
チ

４
月
４
日（
土
）
10
時
〜
11
時
30
分

４
月
17
日（
金
）
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
新
聞
ち
ぎ
り
絵

４
月
17
日（
金
）10
時
〜
11
時
30
分

●
お
習
字

４
月
24
日（
金
）10
時
〜
12
時

会
場
／
ハ
ー
ト
ピ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー

参
加
費
／
無
料

※
用
具
・
器
具
は
お
貸
し
し
ま
す
。

※
ダ
ン
ベ
ル
に
参
加
の
方
は
動
き

や
す
い
服
装
と
運
動
靴
を
ご
準

備
く
だ
さ
い
。

※
マ
ス
ク
を
ご
着
用
く
だ
さ
い
。

新
日
本
婦
人
の
会
男
鹿
支
部

富
田
　

０
９
０
―
９
５
３
８
―
４
７
８
４
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2,821世帯

318世帯

209世帯

1,082世帯

566世帯

547世帯

1,744世帯

2,497世帯

2,225世帯

4,982人

550人

318人

1,837人

882人

1,086人

3,432人

5,285人

4,267人

（－15）

（ ０）

（－１）

（－２）

（－１）

（－３）

（－５）

（＋８）

（－７）

（－９）

（＋２）

（ ０）

（－２）

（＋１）

（－１）

（ ０）

（＋７）

（－１）

地区名

船　川

椿

戸　賀

北　浦

男鹿中

五里合

脇　本

船　越

若　美

男鹿市の

人口と世帯数

令和８年２月28日現在

（住民基本台帳による）

◆人　口　22,639人

男＝10,786人

女＝11,853人

◆世帯数　12,009世帯

人口（前月比） 世帯数（前月比）

問

訂
正
と
お
詫
び

広
報
３
月
号
26
ペ
ー
ジ
の
市

民
掲
示
板
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
蜘

蛛
の
糸
研
修
会
の
お
知
ら
せ
」

記
事
に
お
い
て
、
掲
載
内
容
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
「
加
藤
真
一
様

（
地
域
資
源
の
会
代
表
）」
で
す
。

加
藤
様
と
関
係
者
の
皆
様
に

心
よ
り
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
分

は
訂
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問

問 問

問問



令和８年４月号35

情安交 通 全 報

０件（０件）

０人（０人）

０人（０人）

２月中の交通事故の発生状況

発生件数

死 者 数

負傷者数

２月（昨年）累計（昨年）

２月の人身事故は０件でした。
暖かくなり、人も車も増加する時期で
すので、安全運転を心がけましょう。

０件（０件）

０人（０人）

０人（０人）

いとく市民サービス窓口の一部業務休止日等

【一部業務休止日】４月19日（日）

システムメンテナンスによりマイナ

ンバーカードに関する手続きが終日で

きません。

【祝日による休日】４月29日（水）

【市役所閉庁時】

取り扱いできない手続きもあります

のでご了承ください。

広報おが2026 4月 APRIL

●令和８年度若美
大学開講式並び
に４月学習会
（10：30～、
若美コミセン）

Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat日 月 火 水 木 金 土

12 13

19

14

８

15

22

９

２ ３ ４

16

10

17

24

31

●男鹿潟上南秋中学
校春季体育大会
（球技場他）

●定例行政相談会
（13：30～15：00、
船川港公民館）

●お茶っこサロン
（10：00～12：00、
いちご工房）

７５ ６

●おむすびマーケット
（10：00～15：00、
TENOHA男鹿）

●お茶っこサロン
（10：00～12：00
北浦コミセン）

2520 21

28

18

●男鹿潟上南秋中学
校春季体育大会
（球技場他）

23

●第72回五里合地
区祭典駅伝大会
（９：00～12：00、
五里合地区一円）

30

11

2726

１

●グラウンドゴル
フ月例大会
（マリンパーク憩い
の広場）

内容／心肺蘇生法およびＡＥＤ（自動体外式除細動器）の
取扱いなど

日時／４月19日（日）９時～12時　
場所／男鹿潟上消防本部　男鹿消防署・湖東消防署
問い合わせ／男鹿消防署救急担当　　23－3119

湖東消防署救急担当　　018－874－2420
講習は無料、申し込みは２日前まで受け付けしています。

定期救命講習会のお知らせ

昭和の日29



広
報

〒
010－0595

秋
田
県
男
鹿
市
船
川
港
船
川
字
泉
台
66番

地
1

編
集
発
行
　
男
鹿
市
役
所
企
画
政
策
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
https://w

w
w
.city
.og
a
.a
kita
.jp/

T
E
L
0
1
8
5
-2
4
-9
1
2
3

№
2
7
7

令
和
８
年
４
月
１
日

広報に対するご意見、ご感想をお寄せください。
FAX：0185ｰ23ｰ2922 Eメール：p relations@city.oga.akita.jp-

〈わが家のアイドル募集中！〉 市内在住の方。年齢不問。なお、掲載は１人につき１回限りです。
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